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合
い
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や

創
造
的
な
思
考
を
生
み
出
す

も
の
」
と
説
明
し
た
。
応
答

し
合
う
こ
と
で
相
互
理
解
が

進
み
、
妥
協
で
は
な
い
真
の

合
意
に
到
達
で
き
る
と
し

て
、「
熟
議
な
し
に
物
事
が

決
ま
っ
て
い
く
日
本
の
社
会

で
、
今
こ
そ
対
話
が
必
要
で

は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。

　
第
２
部
の
報
告
者
は
、
妹

尾
哲
志
准
教
授
（
国
際
政

治
）、
飯
考
行
教
授
（
法
社

会
学
）、
家
永
登
教
授
（
医

事
法
学
）。
報
告
に
対
し
、

そ
れ
ぞ
れ
研
究
領
域
の
異
な

る
教
員
が
別
の
観
点
か
ら
考

察
し
質
問
を
投
げ
か
け
る
構

成
で
、
約
80
人
の
参
加
者
を

交
え
多
様
な
対
話
が
展
開
さ

れ
た
。

　
妹
尾
准
教
授
は
冷
戦
時
代

の
西
独
が
ど
の
よ
う
に
東
西

両
陣
営
と
対
話
し
、
一
定
の

成
果
を
上
げ
た
か
を
紹
介
。

森
川
幸
一
教
授
（
国
際
法
）

は
、
国
内
外
の
批
判
に
直
面

し
な
が
ら
東
西
統
一
を
成
し

遂
げ
た
要
因
を
尋
ね
る
と
と

も
に
、
朝
鮮
半
島
情
勢
に
つ

い
て
意
見
を
求
め
た
。

　
飯
教
授
は
導
入
10
年
目
を

迎
え
た
裁
判
員
制
度
に
つ
い

て
、
国
民
の
多
く
が
裁
判
員

経
験
者
や
裁
判
官
な
ど
実
務

法
律
家
と
対
話
す
る
機
会
が

な
く
、
制
度
へ
の
理
解
が
進

ん
で
い
な
い
と
報
告
。
稲
垣

悠
一
法
科
大
学
院
准
教
授

（
刑
法
）
は
、
裁
判
内
容
に

市
民
感
覚
を
反
映
さ
せ
る
上

で
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

　
家
永
教
授
は
、
患
者
に
よ

っ
て
は
自
己
決
定
権
の
保
障

が
医
事
法
学
の
目
標
の
よ
う

に
言
わ
れ
る
が
、「
患
者
が

最
も
求
め
る
の
は
、
決
定
す

「
ト
ー
キ
ン
グ
ド
ラ
ム
」
が

あ
る
が
、
鼓
に
も
こ
の
要
素

が
あ
る
と
い
う
。
太
鼓
の
文

化
は
５
〜
６
世
紀
に
は
日
本

に
伝
わ
り
、

自
然
環
境
や

独
自
の
文
化

の
中
で
小
鼓

が
誕
生
し
た
。

　
小
鼓
は
そ
の
時
の
気
温
や

　
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
２

教
室
に
小
鼓
の
音
が
響
い

た
。
濱
崎
加
奈
子
文
学
部
准

教
授
の
専
門
科
目
「
伝
統
文

化
研
究
２
」
の
特
別
講
義
と

し
て
12
月
18
日
、
能
楽
の
人

間
国
宝
、
大
倉
源
次
郎
さ
ん

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

開
か
れ
た
。
１
２
０
人
の
学

生
は
小
鼓
の
歴
史
や
打
ち
方

を
学
び
、
能
の
世
界
に
浸
っ

た
。

　
大
倉
さ
ん
は
能
楽
小
鼓
方

大
倉
流
十
六
世
宗
家
。
２
０

１
７
年
、
59
歳
の
若
さ
で
人

間
国
宝
に
認
定

さ
れ
た
。

　「
鼓
は
日
本

オ
リ
ジ
ナ
ル
の

打
楽
器
だ
が
、

ル
ー
ツ
は
ア
フ

リ
カ
に
た
ど
り

つ

く

」

と

話

す
。
西
ア
フ
リ

カ
に
太
鼓
の
音

が
言
葉
に
な
る

　
人
文
科
学
研
究
所
（
伊
吹

克
己
所
長
）
の
創
立
50
周
年

を
記
念
し
た
今
年
度
第
２
回

と
な
る
公
開
講
演
会
「
災
害

と
人
文
科
学
」
が
１
月
27

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
た
。
人
文
科
学
の
広
い

視
点
か
ら
災
害
を
考
察
す
る

も
の
で
、
今
回
は
大
矢
根
淳

人
間
科
学
部
教
授
（
災
害
社

会
学
）
が
災
害
か
ら
の
復
興

に
つ
い
て
、
湯
浅
治
久
文
学

部
教
授
（
日
本
中
世
史
）
が

災
害
の
記
録
に
つ
い
て
講
演

し
た
。

　
大
矢
根
教
授
は
「
テ
レ
ビ

の
特
集
番
組
で
、
震
災
後
の

様
子
を
目
に
し
た
こ
と
が
研

究
の
出
発
点
と
な
っ
た
」
と

い
う
１
９
８
８
年
の
ア
ル
メ

ニ
ア
地
震
に
つ
い
て
取
り
上

げ
た
。

　
集
合
住
宅
な
ど
建
物
が
ほ

ぼ
崩
壊
し
た
震
央
の
ス
ピ
タ

ク
市
で
、
２
０
１
０
年
か
ら

ほ
ぼ
毎
年
行
っ
て
い
る
実
地

調
査
を
報
告
。
30
年
た
っ
た

現
在
も
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す

人
、
仮
設
住
宅
に
す
ら
入
居

で
き
な
い
人
が
い
る
と
語
っ

た
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
な
ど

日
本
の
例
も
挙
げ
、「
生
活

再
建
の
た
め
の
道
筋
や
期
間

は
、
国
の
体
制
の
違
い
や
そ

の
時
々
の
経
済
事
情
に
よ
り

異
な
る
。
し
か
し
、
時
間
が

か
か
ろ
う
と
も
『
終つ

い

の
棲す

み

家か

』
へ
の
道
筋
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
、
復
興
政
策
の

原
点
だ
」
と
ま
と
め
た
。

　
湯
浅
教
授
は
日
本
の
中
・

近
世
に
お
け
る
災
害
研
究
の

現
状
と
課
題
を
論
じ
た
。

　
災
害
の
様
子
を
伝
え
る
史

料
と
し
て
各
地
の
出
来
事
を

編
年
的
に
ま
と
め
た
年
代
記

に
着
目
。
１
１
８
４
〜
１
８

７
１
年
ま
で
の
大
平
郷
（
現

・
静
岡
県
沼
津
市
大
平
地

区
）
に
つ
い
て
記
し
た
『
大

平
年
代
記
』
か
ら
中
世
の
記

録
を
抜
粋
し
、
土
豪
に
よ
る

水
門
の
建
築
な
ど
の
開
発
、

災
害
と
災
害
対
応
の
記
述
を

挙
げ
た
。

　「
中
世
は
小
規
模
の
災
害

と
共
存
す
る
社
会
で
、
河
川

の
氾は

ん

濫ら
ん

な
ど
の
被
害
は
日
常

的
な
も
の
と
捉
え
、
記
録
し

て
い
な
い
。
公
的
な
救
済
シ

ス
テ
ム
も
な
く
、
公
文
書
に

も
災
害
対
応
の
具
体
的
な
記

録
、
記
述
が
ほ
と
ん
ど
存
在

し
な
い
。
研
究
は
途
上
で
、

歴
史
研
究
か
ら
災
害
研
究
に

ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く

か
が
課
題
」
と
語
っ
た
。

2019年、経営学部と文学部が変わります。

経営学部
ビジネスデザイン学科

新たにビジネスデザイン学科の増設を構
想中

School of Business Administration

文学部
ジャーナリズム学科
文学部人文・ジャーナリズム学科を改組
し、ジャーナリズム学科の設置を構想中

School of Letters

　「ここでは喋
しゃべ

れなければどうしよう

もない」。これは滞在していた米西海

岸のアダルトスクールで先生から言わ

れた言葉。「ペーパーテストは完璧なの

になぜ聞き取れないんだ」と続けられ

た。クラスは約30人だったが、不法滞

在に近い人

から官僚ク

ラスまでいた。

　アダルトスクールでは、コミュニケ

ーションをとる大切さを学んだ。言語

はコミュニケーションの道具だが、表

情やジェスチャー、服装、持ち物など

も道具である。スリランカ出身の僧侶

は、笑顔がコミュニケーションの道具

であった。当初、彼は私と同レベルの

語学力だったが、多くのクラスメート

がいつも話しかけ、その都度笑顔で応

えていた。数カ月後、彼は喋る能力も

かなり向上した。同じ人だけでなく、

英語を母国語としない人たちとも多く

コミュニケーションをとることで、語

学力が向上することを感じた。

　現地校に通っていたわが子たちのク

ラスは、英語を母国語としないクラス

メートが多数であった。しかし、１年

経
た

つと英語でのコミュニケーションが

できるよう

になってい

た。やはり、多くの人から刺激を受け

ることで語学力は上達すると感じた。

　語学は、それが日常使用されている

環境に身を置くのが最善である。ただ

それだけでは上達しない。まずは言語

以外でのコミュニケーションが大切

で、多くの人からの刺激を受けられる

環境をつくることだろう。その環境

は、生田キャンパス10号館の横断歩道

の向こうにもある。（担当は商学基礎）

※短縮版。全文はＣＡＬＬ教室ホーム

ページで

ー 63 ー

石川　和男 商学部教授

環境に身を置く

フェイスブック本社前で

会場と対話する教員

「日本の社会に対話を」と

語った暉峻氏

る
権
利
よ
り
も
、
医
療
者
か

ら
の
丁
寧
な
説
明
で
あ
り
対

話
だ
」
と
語
っ
た
。
二
本
柳

高
信
准
教
授
（
憲
法
）
と
新

生
児
や
認
知
症
の
人
な
ど
自

主
的
に
判
断
で
き
な
い
場
合

は
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
判
断

す
る
の
か
を
話
し
合
っ
た
。

ア
ル
メ
ニ
ア
地
震
の
調
査
内
容

を
報
告
す
る
大
矢
根
教
授

「
対
話
」テ
ー
マ
に
記
念
シ
ン
ポ

法
学
研
設
立
50
周
年

天
候
に
よ
り
音
が
変
化
す
る

た
め
、
毎
回
打
つ
前
に
組
み

立
て
る
。
実
際
に
大
倉
さ
ん

が
組
み
立
て
て
い
く
手
際
の

良
さ
に
、
学
生
か
ら
感
嘆
の

声
が
上
が
っ
た
。

　
小
鼓
は
左
手
で
鼓
の
革
を

締
め
て
い
る
調
べ
緒
（
し
ら

べ
お
）
を
つ
か
み
、
右
肩
に

あ
て
右
手
で
打
つ
。
学
生
は

こ
れ
を
ま
ね
、
鼓
を
鳴
ら

す
仕
草
を
す
る
〝
エ
ア
ー

小
鼓
〞
を
体
験
。「
イ
ヨ
ー

ッ
」「
ホ
ッ
」
と
い
う
掛
け

声
と
と
も
に
全
員
で
五
穀
豊

穣
を
祈
る
「
三
番
三
（
さ
ん

ば
そ
う
）」
の
一
部
分
を
演

奏
し
た
。

　
大
倉
さ
ん
は
「
能
楽
の
楽

し
み
方
は
千
差
万
別
。
奏
者

の
掛
け
声
、
打
ち
込
み
方
な

ど
か
ら
、
呼
吸
や
息
遣
い
な

ど
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
と
楽
曲
そ
の
も
の
が
楽
し

め
る
よ
う
に
な
る
」
と
能
楽

の
魅
力
を
語
っ
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
に
小
鼓
の
響
き

 

人
間
国
宝 

大
倉
さ
ん
特
別
講
義

エ
ア
ー
小
鼓
で
演
奏
を
体
験
す
る
学
生

２教授が研究内容報告

人文研創立50周年
記念講演「災害と人文科学」

小鼓を示して講義する大倉さん

　
法
学
研
究
所
（
前
川
亨
所

長
）
の
設
立
50
周
年
を
記
念

し
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
対
話
す
る
国
家
・
社
会

へ
」
が
２
月
３
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
対

話
と
民
主
主
義
の
関
係
を
説

く
経
済
学
者
の
暉て

る

峻お
か

淑い
つ

子こ

埼

玉
大
学
名
誉
教
授
が
基
調
講

演
。
そ
の
後
、
第
２
部
と
し

て
、
法
学
部
の
教
員
３
人
が

「
国
際
法
・
国
際
政
治
」

「
裁
判
員
制
度
」「
医
療
」

に
つ
い
て
、「
対
話
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
報
告
し
た
。

　
暉
峻
氏
は
１
９
２
８
年
生

ま
れ
。
軍
国
主
義
の
時
代
に

育
ち
、
戦
後
は
自
由
に
意
見

を
言
え
る
喜
び
を
味
わ
っ

た
。「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩

れ
、
東
独
の
市
民
が
公
園
で

い
き
い
き
と
対
話
す
る
の
を

見
て
私
の
経
験
と
重
な
っ

た
。
対
話
の
あ
る
社
会
、
な

い
社
会
の
違
い
を
考
え
さ
せ

ら
れ
た
」
と
思
索
の
原
点
を

語
っ
た
。

　
対
話
を
「
相
手
の
人
格
を

尊
重
し
、
対
等
な
関
係
で
、

経
験
や
感
情
を
含
め
て
語
り


